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（山下要望）

今まで以上に事業内容や地域バランスにも配
慮をして取り組んでほしい。また、納税者の税に
対する意識が高まっていると思うので、あらゆる方
法を用いて積極的に説明をしてほしい。

（山下質問）都市の景観について

平成18年の市長施政方針の中で、「良好なま
ちなみ環境の保全及び創出に努めていく」と、述
べられているが、小牧の美しい風景や景観に配
慮した建物などに対して、都市景観賞やこまき景
観賞などを新設してはどうかと思うが、考えを問う。

（中野市長答弁）

景観賞の新設については、実施している他市の
事例を参考にするなど、景観賞の創設及び実施
にあたっては、小牧市にとってどのような方法が
適切であるのか、調査・研究していく。

（山下質問）水道施設について

事故や地震などの災害に備えての水道施設の
耐震化、老朽管の更新事業等には多大な費用
を要することは承知しているが、断水による被害
の大きさ、水道に寄せる市民の期待の大きさを考
えれば、耐震性の向上を図りつつ、安全・安定供
給に取り組むべきだと考える。
県送水管の経過年数と今後の耐震対策、およ
び市内主要配水管の耐久性と耐震対策を含め
て、安全・安定供給に向けてどのように取り組む
所存か問う。 ＜２面へ＞

小牧市議会 第３回定例会

９月６日（水）から１０月３日（火）までの２８日間
の日程で、平成１８年第３回定例会（９月議会）が
開催されました。

多くの皆様の支えによって、平成１５年１０月に
初当選をさせていただきましたが、早いもので残り
の任期も１年となってしまいました。残された任期
も地域と小牧のため、全力で活動していきますの
で、ご指導・ご支援をよろしくお願いいたします。

さて、９月議会において、一般質問をおこないま
したので、その内容の一部についてご報告いたし
ます。詳しい内容は、山下までお問合せください。

（山下質問）都市計画税について

都市計画税とは、都市計画区域のうち、原則と
して市街地区域内に所在する土地や家屋に対す
る税で、都市計画事業または土地区画整理事業
に要する費用にあてるために設けられた目的税で
あるが、その使途状況について、および、納税者
への説明について問う。

（林総務部長答弁）

平成１７年度決算見込みで、都市計画税収入
見込み額は約２２億８千万であり、街路事業に約
６千万円、パークアリーナ小牧など公園事業に約
４億４千万円、下水道事業に約１億４千万円、土
地区画整理事業に約８億８千万円、これらの事
業に係る市債の償還費に約７億６千万を充てて
いる。
また、納税者への説明は、納税通知書と合わ
せて送付しているパンフレットやホームページなど
により概要をお知らせしているが、今後は使途状
況についても、広報やホームページに掲載するな
ど、更に説明を図っていきたい。



ともやの動き
１０月１日（日）、市内１９番目となります村中保
育園の開園式に出席させていただきました。

村中小学校区には、平成元年に私立白雲保育
園の閉園後、保育園・幼稚園がありませんでした
ので、この地域念願の保育園となります。
少しでも利用・活用しやすくなるように、今後も
各方面に働きかけていきたいと思います。

また、多くの方から色々な場面で声をかけてい
ただき、本当に感謝と御礼を申し上げます。

まだまだ力不足ですが、少しでもお役に立てるよ
う、皆様と共に一生懸命頑張りますので、今後も
温かいご支援・ご指導をよろしくお願いいたします。

先日、猪口邦子少子化・男女共同参画担当大
臣（当時）と少子化対策について歓談させていた
だきました。

秋篠宮妃紀子さまが
元気なお子様（悠仁様）を
ご出産されました。

日本中が喜びに沸きましたが
明るい話題が多い世の中に
なって欲しいと思います。

議会人事など

１０月３日（火）の本会議において、小牧市議会
第１４期（任期：平成１５年～平成１９年）の最後の
議会人事が決定いたしました。

私は、福祉環境委員会と小牧駅周辺活性化委
員会（副委員長）、および尾張東部火葬場管理組
合議会に所属することになりました。なお、所属会
派は、新政クラブです。

また、今定例会において次回の一般選挙からは
議員定数を３０名から２８名に減員する条例を賛
成多数で可決いたしました。

なお、議長には三ッ岩薫議員（公明党）、副議長
には稲山善彦議員（新政クラブ）が選出されました。

（舟橋水道部長答弁） ＜１面のつづき＞

当市に供給されている県営水道は、犬山浄水
場から国道４１号、県道宮後小牧線に埋設され
た送水管を経て本庄配水池に送水されている。
県の送水管は、現時点においては、経年劣化
による断水事故での長期の送水停止を余儀なく
される事態はないと聞いている。
また、耐震性についても、東南海地震を想定し
た水道施設耐震診断によれば送水管に一部損
傷が生じるものの本市への水道水の供給には大
きな影響はないと報告を受けている。
県営水道の耐震対策については、上末地内に
広域調整池が現在建設中であり、新たに犬山浄
水場から広域調整池を結ぶ第２犬山幹線ルート
を平成２４年の完成を目指して着手している。
市内の主要配水管の布設状況は、阪神大震災
後は、新たに設置する主要配水管はS型、SⅡ型
などの耐震管で布設をしている。しかし、初期段
階で布設した鋳鉄管は布設から４０年近く経過し
ており、震災時には破損が考えられるので、主要
配水幹線については、耐震管によるループ化に
取り組んでいる。

（山下質問）カラスネットの導入について

カラス対策については、平成18年第1回定例会
において質問をしたが、カラス対策に対する強い
要望が多く寄せられており、改めて取り上げる。
秋田県大館市でカラスよけ黄色ごみネットを導
入し、大きな成果をあげている。黄色のごみ袋に
比べて、黄色のカラスネットの場合は、半永久的
に利用することができ、導入しやすい面があると
思うが、この導入について市長に問う。

（中野市長・村上環境部長答弁）

本市のカラス被害防止対策は、青色のカラス除
けネットを用意し、平成１５年度より各区のごみ集
積場に総計１３２４枚配布している。実際にカラス
除けネットを使用しているごみ集積場を管理して
いる方々からは、概ねカラスの被害の話は減って
いるので、一定の効果があると考えている。
秋田県大館市における黄色いネットを使用した
モニター調査結果では、カラス回避に大きな効果
があったと聞いている。
黄色いカラスネットの導入に関しては、費用対
効果などを含め慎重に検討をしていきたいと考え
ている。

（山下要望）

区から黄色のカラスネットの申請があった場合
に、購入額に対して一定の補助金を出すなど工
夫をすることは可能だと思う。強く要望する。



ご意見などお聞かせください

「ともやだより」は、ひとりでも多くの皆様に“市
政”および“山下”に関する情報をお伝えし、皆
様の声を市政に反映させることを目的に、山下
自身の手で作成しております。ぜひ、お気軽に
ご意見・ご質問をお寄せください。

郵送・ＦＡＸ・メールにて山下ともや事務所まで
お願いいたします。

FAX ７６－０５７７
メール tomoya@ma.ccnw.ne.jp

間々後援会市政報告会

８月２７日（日）午後７時３０分より、間々会館
において、間々後援会主催による市政報告会
が開催されました。

日曜日の夜という時間帯にもかかわらず、多く
の地域の皆様にご出席をいただき、本当にあり
がとうございました。

地域のため、小牧のために、しっかり活動して
いきますので、今後も変わらぬご支援・ご指導を
よろしくお願いいたします。

智友の会

智友の会とは、昨年４月よりスタートをした有
志の会で、毎月定期的に集まり、地域や小牧に
ついて意見交換や政策提言などをしており、私
も市民の声として大変参考にしております。

現在約２０名ほどの方が会に参加をされており
ます。興味のある方は、山下もしくは下記までお
問合せください。

＜問い合わせ先＞
智友の会 世話役：佐橋祥暢（よしのぶ）

TEL ７５－０４６２
メール tomoya@ma.ccnw.ne.jp

座談会・対話会をしませんか

政治活動に地域の皆様の声を少しでも反映さ
せていくため、座談会・対話会を積極的に開き
意見交換をしていきたいと思っています。

地域の問題や新しい取り組み、市政への提言
などを出しあう場にして、政治活動にいかしてい
きたいと思います。

声をかけて頂ければ、こちらからお伺いします
ので、お気軽にご連絡ください。

１人でも２人でも結構です。いつでも座談会・
対話会をお受けしていますので、ぜひ一緒にま
ちづくりを語り合いましょう！

有志による長野視察

８月２日（水）、３日（木）の２日間の日程で、有
志５名で長野県小布施町と長野市の視察に
行ってきました。

長野県小布施町では、市村良三町長とまちの
活性化ついて意見交換をすることができました。
また、株式会社ア・ラ・小布施を訪問させていた
だき、市民によるまちづくりについて情報交換を
することができました。

翌日は、長野市へ中心市街地活性化につい
て視察に行きました。パティオ大門を訪問し、担
当者からＴＭＯ長野（まちづくり長野）について詳
しく説明を受けました。



★☆★ 主な活動報告 ★☆★

---------------７月---------------

３日（月）党青年部常任委員会
７日（金）鈴木じゅんじ政経フォーラム、学生との懇親会など
８日（土）社会を明るくする運藤小牧市民大会、愛知政治大学院など
９日（日）法事、西之島親睦旅行お見送り、打合せなど
１０日（月）党青年部打合せ、ＪＣ、挨拶まわりなど
１１日（火）夏の交通安全運動、打合せなど
１２日（水）ＪＣなど
１５日（土）知立市議会議員選挙応援など
１６日（日）長森康次先生叙勲祝賀会
１８日（火）尾張東部火葬場管理組合議会など
１９日（水）全員協議会、クラブ会議
１９日（水）～２１日（金）

全国都市問題会議（札幌市）
２１日（金）第１９回勉強会
２２日（土）愛知県消防操法大会、丹羽ひでき代議士結婚を祝う会、

小牧平成夏まつり、村中提灯まつり、智友の会（１６名）
２３日（日）間々区総出作業、今ここを生きるセミナー（大阪市）など
２６日（水）巾下地区区長会、懇親会、打合せなど
２７日（木）党青年部打合せ、懇親会など
２８日（金）村中区盆踊り大会、打合せなど
２９日（土）ＪＣなど
３０日（日）村中支部役員会

３１日（月）六区若手の会

---------------８月---------------

２日（水）～３日（木）
勉強会有志視察（小布施町、長野市）

４日（金）間々区盆踊り大会、西之島区盆踊り大会、クラブ会議など
６日（日）ＫＹＴＤ野球試合、間々区協議員会
７日（月）東海若手市議会議員の会総会、党青年部常任委員会など
８日（火）党支部役員会、打合せ、ＪＣなど
９日（水）尾三七市議会議員研修会、間々後援会役員会、打合せなど
１０日（木）ＪＣ臨時総会など
１３日（日）河内屋区納涼盆踊り大会など
１５日（火）戦没者追悼式、打合せ
１８日（金）全員協議会、クラブ会議、打合せ、第２０回勉強会
１９日（土）お施餓鬼、愛知政治大学院、懇親会
２０日（日）～２１日（月）

党青年部東京研修（法務省、官邸、党本部、靖国神社）
２３日（水）～２５日（金）

新政クラブ行政調査（黒部市、佐渡市）
２６日（土）名張市議会議員選挙応援、間々区協議員会、智友の会（１８名）
２７日（日）防災訓練、間々後援会市政報告会
３０日（木）議会運営委員会、打合せなど

---------------９月---------------

１日（金）党青年部常任委員会など
３日（日）村中区敬老会、打合せ
４日（月）クラブ会議、打合せなど
５日（火）党総裁選東海ブロック大会、打合せなど
６日（水）第３回定例会（本会議）、ＪＣ
９日（土）愛知政治大学院、打合せなど
１０日（日）四校区交歓体育大会、間々区敬老会、西之島区敬老会など
１１日（月）議案勉強会など
１２日（火）間々後援会役員会
１３日（水）第３回定例会（本会議）、議会運営委員会、クラブ会議など
１４日（木）第３回定例会（本会議）、打合せ
１５日（金）小牧市敬老会など
１６日（土）小牧西中学校体育大会など
１７日（日）河内屋区敬老会、党地域連絡会議
２０日（水）決算特別委員会、秋の交通安全運動
２２日（金）文教委員会、文教委員会行政調査など
２３日（祝）村中小学校運動会、智友の会（２０名）
２４日（日）村中倉庫組合旅行お見送り、KYTD野球試合、打合せなど
２５日（月）クラブ会議、議会運営委員会など
２８日（木）第３回定例会（本会議）、全員協議会、議会運営委員会、ＪＣ
２９日（金）タンザニアの教育を支える会理事会、打合せなど

１０月

１日（日）村中保育園開園式、山下県議後援会横内支部設立総会など
２日（月）党青年部常任委員会、間々後援会役員会など
３日（火）第３回定例会（本会議）

山下ともや プロフィール
昭和４８年１２月２７日生まれ ３２歳

村中小学校、小牧西中学校、小牧南高校
愛知学院大学 法学部法律学科卒

小牧市議会議員 １期目（平成１５年１０月～）
元会社員（トヨタ自動車直営販売会社）

政策学校一新塾 第１１期生
愛知政治大学院 ４期～６期
ＮＰＯタンザニアの教育を支える会 副理事長
全国若手市議会議員の会 会員
東海若手市議会議員の会 事務局次長
日本報連相センター 会員
（社）小牧青年会議所 会員
合瀬川景観楽しみ会 会員
自民党愛知県連青年部 政務調査会長 他

山下ともやの情報は
http://www.tomoyadesu.net
にて、公開されています
次号は１月（新春号）の予定です

心に残ったコトバ

「絶えず前を向いて歩く」（豊田英二）

私は過ぎ去ったことを思い出し、あれこれいう
のはあまり好きではない。ある時分には意識的
に思い出さないようにしたこともあるし、済んだこ
とをくよくよ考えても何の意味もない。
過去のことはさらりと忘れ、前を向いて歩いた
ほうがいいというのが私（豊田英二氏）の人生観
である。

絶えず前を向いて歩くということは、大変難し
いことだと思います。誰でも時には過去のことを
思い出して、悲観的な気分になることがあると
思いますが、このことばを胸に、私も常に前を向
いて歩いていきたいと思いました。

※豊田英二（１９１３～ ）

豊田佐吉の弟・平吉の次男。１９６７年トヨタ自
動車工業の社長に就任。現在は最高顧問。戦
後のトヨタの大躍進時代を築き上げた。

トヨタ経営語録 より抜粋


